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このたびは本品をお買いあげいたださ 
まことにありがとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、保証書と共に 
大切に保管しておいてください。 

♦取扱説明書を紛失された場台は、お 
買上げの販売店にご相談ください。 
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自然通気お 
開放式石油ストーブ 

が曰本工業規格品 


ち< じ 


♦ち全のために必ずお守り < ださい- 

♦使用ずる場所 . 

•各部のなまを . 

♦使用前の準備 

使用前の準備 . 

燃料 . 

給油のしかた . 


♦使いかた 

点火のしかた . 

炎の調節のしかた . 

省エネセンサー装置の使いかた- 

消火のしかた . 

でるでる芯の使いかた . 

巧駕自動消义装置 . 
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•点検‘手入 : n . 

♦故障.異常の見分けかたと処置方ま- 

♦部品交換のしかた . 

♦保营(長期間使用しない場合) . 

♦廃棄ずるとさ . 

•仕様 . 

♦ア フターヴー ビス . 
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瓦警告 

盆危険1換觀 

い時間に！〜2回 

I 涅 ると豪消 が 
〔給油時消^ 

ガソリン使巧禁止 A ま意 

使用 燃 如 ロミ 由 j 変巧した持ちぉし口油 
KEROSENE 0 NLY | [ _ 使_を厳 _禁_ 

株式会社 Kai - ミ . 



お使いになる前に 


使いかた 


お手入れ 

































ま全のために必ずお守りぐださい 


参お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するたゆに、必ずお守りいただく 
ことを説明しています。 


A 危険 ( DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負ラ危険、 
または火がの危険が差し迫って生じることび想定される内容をおしています。 

A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、 
または火災の可能性び想定される内容を示していまず。 

A 注意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性や物的損 
害の発生び想定される内容を示していまず。 




A 危険 （DANGER) 


女ガソリン使用禁止 

ガソリ ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
み量の混入でを、火災の原因になります。 


1^1 


A 警告 （WARNING) 


換気必要‘ 

•換気せずに使用しつづけないで<ださい。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 
•使用中は必ず]時間に 1 〜 2 回 （ 1 〜 2 分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 

(窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない場巧では、使用しないでください。 




I ★力ーテン、可燃物近接厳禁 I 

カーテンや燃えやすいをののそばなどでは使用しないでくださし、。 
ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着火して、义災の原因になります。 


瞧 ， がが,ぶ',, 


I ★巧類の乾燥厳禁 I 

衣類などの乾燥には使用しないで<ださい。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、火がの原因にな 0 まず。 


女寝るとを消乂 

寝るとさや外出するとをは、必ず消义し、义び消えていることを確認してください。 
ず想しない事故び発生するおそれびありまず。 


★給油時消义 

給油は、必ず消义し、ス I -ーブの温度び充分に下がってからおこなってくださし、。 
火災の原因になります。 


★油漏れ危険 

• 給油□□盡は確実に締めてください。 

給油ロロ金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給油ロロ金を斜めに締めたりすると、簡単に給油口□金びはずれて、义災の原因になります。 
♦油タンクから油が漏れるげ態では絶対に使用しないでください。义災の原因になります。 


女可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用している音 [5 屋で、可燃性ガスび発生するもの(ガソリン、ベンジン、シンナー） 
や、スプレーを使用しないでください。 

乂災や故障の原因になりまず。 































ほこりの隙去 

反射板、置台、製品内部のほこ0をとさどさ除去して<ださい。 

前板の下から燃焼用空気を吸込みまずので、紙、ビニールなどを入れないよラにま意してください。 
ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や火災の原因になりまず。 
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女ふく射熱に長時間あた 5 ない 

ス1'■ーブの間近でみく射熱に長時間あたりつづけると、低温やけどや脱水症状になるおそれび 
あります。 

とくに、幼いお子様やお年寄り、体の不自由な方や病気の方などの暖房には充分に注意して 
ください。 


み高電圧注意 I 

点火装置は、点义時に高電圧び発生しまず。点火プラグに不用意にさわらないでくださし、。 
感電のおそれびあります。 

掃除、点検•手入れをするときは、必ず乾電池を取りはずしてからおこなってください。 


★正常燃焼の確認 

燃焼中は時々炎を見て、正常燃焼していることを確かめてください。 

しんび上びりすぎたり、燃焼簡びずれていると、すすび出て異常燃焼を起こして危険です。 

★高温部接肖4禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部、巧板(ストーブの上面)やガードに手などふれないよラ注意して 
<ださし、。 

やけどのおそれがあります。 




★燃焼筒のガラス割れ使用禁止 

燃焼筒の外筒(ガラス)が欠けた0、割れて破損したままの状態では、絶巧に使用しないでください。 
異常燃焼を起こしたり、すすが発生するおそれびあります。 


使巧禁止 


★移動•運搬ずるとさの注意 

* ストープを移動する攝合は、必ず消火し、ストーブの適度が巧分下がってから、油タンクを取0出し、 
傾けないよラに詩かに移動してください。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースか5乾電池をおりはずして、油タンクを 
取り出し、油受けざらの好油を必ず抜いてください。 

運搬の途中にな油びこぼれて、周囲を巧すおそれがあ0ます。_ 

異常時使用禁正! 兵常ろ 

におい、ずすの発生、がの色など異常燃焼を起こしたときは、使用しないで<ださい。 卿 I 心 

緊急の場合でちあわてずに、しんを下げて消乂してください。 ス 


0 

使用禁止 


★変質巧油禁止 

変質'な油(持ち越した巧油など）、不純灯油(灯油料外の油•水-ごみが混入した灯油など)を使用しないで 
ください。 

異常燃焼や故障（しんび下びらない、点火で击ない、火び消えない)の原因になります。_ 

★燃焼中移動禁止 

火のついたまま持ち運ばないで<ださい。 

やけどのおそれびあります。また、転倒すると乂災になるおそれびあ0ます。 


0 


★居室内給油禁止 

給油は、必ず火の気のないところでおこなって<ださい< 
火災のおそれびあります。 


0 


A ま意 （ CAUTION) 


★やかんのせ禁止 

やかんなどをのせなレで < ださし、。 

振動や接触によって、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 


警告 （ WARNING) 


お使いになる前に 




















安全のために必ずお守り < ださい 


A ミち意 （ CAUTION) 


★巧震自動消火装置の作動確認 

使用開始時と、使用中は1箇月に1回封上、対震自動消火装置を作動させて確実に消义することを確かめて 
<ださい。 

確実に消火しないときは使用しないで、すぐに修理してください。_ 

★純正部品の使用 

しんなどの部品は、必ずトヨストーブ純正部品■(指定された部品)を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なラばかりでな<、故障や予想しない事故び発生するおそれ 
びありまず。_ 

★分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら使用しないでください。 

ス I ブは絶対にな造して使用しないでください。不完全な修理や改造は危険です。 

★軸媒、脱臭フィルター使用禁止 

市販の触媒や脱臭フイルターをストーブに取り付けたり、燃焼筒の上にのせたりしないでください。 

異常燃焼や火災の原因になります。 

★お子様やお年寄りのご使巧にま意 


お子様やお年寄り、体の不自由な方びお使いになる場合は、ス I ''ーブの取扱い、部屋の換気、高湿部への 
接触によるやけど、估湿やけどや巧水症状などについて周囲の人が充分に注意してください。 


★保管時にしていただくこと 


•長期間使用しないとき又は保管するとさは、必ずな油を巧いて、蜜池ケースから乾電池を取りはずして 
<ださい。 

傾けたり、横倒しのが態では保管しないでください。 

火災のおそれびあります。 

• しんの手入れ(から焼さクリーニング)は、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

火災のおそれびあります。 


★廃棄ずるとを 

ストーブを廃棄姐分するとをは、必ず油タンク、油爱けざら內のな油を抜き取0、要池ケースから乾電池を 
取りはずして<ださい。 （17 ページ参照） 

灯■油や乾電池び入ったまま廃棄すると I 」.サイクルの際、予想しない事故が発生するおそれがあ0ます。_ 

★次の塌巧では使用しない 

火災や予想でをない事故や故障の原因にな0ます。 

( 水平でない場所、不を定な場所つ C 風のあたる場所、部屋のお入口、雇巧^ ) 巧用察止 

•傾斜した靖巧や振動の激しいところでは、使用しないで♦風のあたる塌巧や屋外では使用しないでください。 
ください。 炎び出て危険です。 

巧震自動消义装置び誤作動することびあります。 掃除機の排気びあたらないよラま意してください。 

• しっかりしたじようぶな床面で使用してください。 •部屋の出入□など人の通る場巧、’人びぶっかった D 

•移動車両の中や、不安定な台の上で使用しないでください。 っまずく場所で使用すると、転倒して事故や乂災び 

転落したり、火がになるおそれびあります。 起さるおそれびあります。 

C 暖炉などストーブが囲われる場所 ) r 不を定な物をのせた棚などの 下 ) 

•暖炉や巧入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしない•落下物によ0火災び起さるおそれびありまず。 

最 f 慕 S 白?-ォ 〔直射曰光のあたる場所、温度の高ぃ場所） 

/ 台-、置三哀ミ寺:- ^ •異常燃焼を起こすおそれびあります。 

1ホ lO で/亚刃。 J クい场所； •油タンクの灯油びあふれ出て火災のおそれびあります。 

•粉類や繊維を取扱ラ場巧や温室•養鶏場など、塵やほこりの ( 面 "1 が化ガフのを牛オス揚巧ホ？"-は?"-ずろ揚が ''i 
多い場所では使用しないでください。 ま。ま L まる相巧 ^ 

燃焼用空気（酸素）を取入れる箇所び目づまり状態になり 、 • おや乂ふの原因しな0まず。 _ _ 

異常燃焼を起こずおそれびあります。 C 理•美客院、クリーニング店などスプ レーや化ぎ蜜品を使ラ場巧 ) 

( 温室•飼育室など人のいない場所） •化学薬品びス I ブの熱で変化し、器具の故障や、 

•使用罵境の変化で、予測しない事故が発生するおそれが腐食性ガスの発生によ0金属•鏡-ガラスなどを傷め 
技 G ます。 る原因となります。 


お解禁止 

0 

使用禁止 



f 
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★ 可燃物（木堅、含板、ふずまな ど)との距離を離ず 

• ストーブから可燃物との距離は、ち図の指定政上の距離を保つよラにして < ださい。 
♦ストーブ上ちの棚などとの距離は必ず1 m し义 t あけてください。 

• 上方の棚などか5の落下物びないよラにしてください。 

•カーテンなどびストーブにふれないよラにして<ださい。 

•家具等からはち図の指定な上の距離をとってください。 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります。） 
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願い （ NOT に E ) 


け r なミ由の晚棄 I •灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


使用ずる場所 


★効果的に使用するために 

•列気に接する窓の下や壁面など、冷気の入ってくる場巧にストーブを置くと、冷気び 
ストーブで暖められて上昇巧流しますので、お部屋の温度のムラび少なくなり、効果 
的な暖房びでをます。 

ただし、部屋の出入□や人の通る場巧、風のあたる場巧、可燃物のそばには置かないでく 
ださい。 

•お部屋の空気をヴーキユレータなどで巧流させますと、お部屋の温度のムラびよりかなく 
なり、効果的に暖房びできます。（このとさストーブには直接風をあてないでくださし、。） 














































使用前の準備 


ガードを、ちとの位置に巧じて< 
ださい。 



包装箱に表示してある r 包装の巧容 J をごらんになったラえ 
で、包装箱から包装材を取り除き、製品を傷付けないよう 
にお0出してください。 

-お願い- 


包装材は可燃物でずか5、必ず取り除いてください。 


ガードのち下すみを少し持ち上げ 
て手前に引を、ガードを開けてく 
ださい。 



燃焼筒を納めている包装巧を 
お0除を、燃焼筒を取り出し 
てくだごい。 

燃焼筒 



燃料 


心 


® 燃料は口油 ( J 旧1号な油)を必ず使用してください。 

® 変質な油、不純なミ由は、絶巧に使用しないでくださし、。 


A 危険 


★ガソリン使用禁止 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
か e の混入でも、乂災①原因になりまず。 


011 


•誤ってガソ1」ンなどの燃料を使用したことびわかったとさは 
あわてずに、しん調節つまみを「緊急消火 J の位置まで強く引 
さ上げて消火して < ださい。 

• 変質口油(持ち越した灯油など)、不純灯油('な油 L ソぺの油•水. 
ごみび混入したな油など）は、絶巧に使用しないで<ださい。 
異常燃焼やが障の原因になります。 

•巿おされている助燃剤(添加剤)は使用しないでください。 

異笛燃焼をおこすおそれびあります。 

勇)阿油の保管のしかた 

•な油は必ず火気、雨水、ごみ、高温 
および直射曰光を避けた場所に保管 
して < ださい。 

• 灯;'由の容器は専用のされいな容器を 
使用してください。またな油容器は 
必ず J に認定思で色つさの巧油専用 
容器を使用してください。 

• 灯油容器内の灯油び少ないと温度変 
化により結露して水びたまることび 
あります。 

• ドラム伍などで、長期間大量に保管しないで<ださい。 

•おモ様の手のとどかない所に保管してください。 

r 変質 I 灯ミ由とは 


姑回挪 

巧 1 




灯油とガソリンの見巧けかたのポイント 'I 

指化に使用燃料をつけて息を吹をかけまず 
(义の気のない巧でおこなって < ださい） 

〇 0油 

X ガソリン 

遵 

濡れたままです。 

すぐに乾いてしまいます。 


良し、保管 


直射曰光、雨水び当たらず、 
火気のない冷脂巧へ保管 



悪い保管 


直射曰光、雨水の当たる 
ベランダなど、室がの保管 



不純な油とは 


• 古い灯油。（ひと夏持ち越した口油） 
•長期間、曰光の当たる場所や、温度の 
高い場所に保管した灯油。 

•容器のふたび開けてあったり、乳白色 
の容器で保管したの油は変質しやすい。 
•変質のひどいをのは黄色味をおびたり、 
すっぱいにおいびします。 

•変質を防ぐため丹油は型シーズンに持 
ち越さないよラにしてください。 


巧油けがの油(ガソリン、シンナー、天ぷ 



ス I -ーブを取り出す 燃焼筒をセットずる 




びびお筒は 
り上す外と 
びさこ、ん 
上巧起らち 
キ J 。をたを 
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g 用前の準備 



A 警告 


• このストーブには、給油の目安を示す「給油サイン」がついています。 

•油タンクに灯油びあるときは、 r 給油サイン J の卸が緑 J ですび、好油び少、なくなると r ホ」に変わりま 
す。 

ストーブを使用するときは、ときどき給油サインを見て、巧油びあるかどうか確認し、灯油びなくな 
る前に給;'由してください。 

♦「給油サイン」の色び r ホ J になりましたら、消火して、給油してください。 


給油のしかた 


A ま意 

給油は、化ず火の気のないところでおこなってください。 

义がのおそれがありまず。 

0 | 

■ 


禁止 J 


乂 出口、少ソよ、/よ々 C 

赤色にをわりまず。 


油タンクを取り出ず。 

•油タンクを取0出し、，給油 □ 
□金を、左 ro 」 に回して取 
りはずしてください。 

• 附属品の r □金開閉具」を使用 
しますと、巧油で手を巧さず 
に給油□□金の開閉びでをま 
す。 

•給油□□金を取りはずす前に、 
先端の弁部を押すと、給油 □ 
□をび開けやず <なります。 

油量計を見なが5給油 
ずる。 

• 巿販の給油ポンプの先端をジ 
ャバラの手前まで差し込んで、 
油星計を見なびら給油して< 
だごい。（ホースび巧けないよ 
ラにま意しなびら給ミ由して< 
ださし、。） 

•灯油は、油童計のほぼ上部(ち 
図の > 給油位因)まで給油し 
てください。 

入れ週ぎますと、あふの出る 
ことびあ D ますので巧分を意 
してくださレ。 


-お願い- 

I 油タンクの中にある r こぼれまお」の弁 
が、給油□の近くまで上びっていると 
をは、弁を下へ押し下げて<ださい。 

I 油タンクの中にあるにぼれま栓 J は、 
給油口□金びはずれたとさに、油漏れ 
を防ぐ装置ですので、取りはずさない 
でください。 



□金閲巧具 ■ 橋弁卽 

柏油ロロ舌一 (3^^ 


が 


こぼれま栓 
、弁 I 



弁 


給油口 


給油ロロ金をちり」に 口盛開閉具 .Q 
回して、しっかり締める。^^^^^^^ 


in 


A 警告 


給油口□金は確実に締めて 
ください。給油□□金を下 
にして、油漏れがないこと 
を確かめてください。 

給油ロロ金を斜めに締めた 
りずると、簡単に給油 □□ 
金がはずれて、义災の原因 
になります。 


〇 

確認 


〔本おの給油□口を） 



• 附属品の r □金開閉具」を使用 
すると、阿油で手を巧さずに 
締めることびでをます。 

•油タンクから油び焉れる状態 
で使巧しないで < ださい。 
火災のおそれびあります。 

•同時にを数の油タンクに給油 
する場合は、類似している給 
油□□金びあ0ますので、間 
違えないよラにしてください。 
巧びでな<なった0、な障の 
原因になります。 

•口油容器のふたを、しっかり 
締めておいてください。 

こぼれた灯油はよくふ 
を取る。 

• こぼれた巧ミ由は必ずきれいに 
ふを取ってください。危険で 
すし、燃巧中に臭気を発生す 
る原因にをな0ます。 

油タンクをセツトずる。 

♦ 附属湿の r □金開閉具 J を使用 
した場合は、「□金開閉具」を 
お0はずしてください。 

•油タンクを、本化に正しく、 
ゆつ<りとセットして<ださ 
し、。 


才ート給油ポンプ(自動惇止装置付)を使用ずる場合 
•市販のオート給油ポンフ(自動停止装置付)のなかには； 
「こぼれま栓」と干渉して、次のような不具合状態にな 
0、正しく給油でさないちのびあります。 

〔不具合）1スイッチをいれると、すぐに停止してし 
まラ。 

(処置）•油タンクに差し込むホースのセ 
ンヴー部の位置(方向)を変そる。 
(処置）•ポンプの乾電池の消耗度を確か 
める。消拜していれば交換する。 
2自動停止しない。灯油びあふれてしまラ。 
(処置）•ポンプの取扱説明書にしたびつ 
て、固定具の位置を調節する。 
•上記の処置をしても正しく徹由できなし、場合は、直ち 
に給油を中止し、他の給油ポンプ(手動式ポンプなど） 
を使用して、正しく給油してください。 



苦 

給^ 

炮 


棘 


てず 
しま 
火り 
消。な 
ずいに 
必さ因 
、だ原 
はくの 
油て災 
給つ乂 






便いがに 


、点乂前の確認 • 




しん調節つまみ（下側の 
つまみ）を、ゆっくり押し 
下げる。 

扉を開けしん調節つまみを r 点义」 
のち向（畢）に、ゆっくり止まるま 
で押し下げてから、手をゆっくり 
はなして < ださい。（しんび上び0 
ます。） 

マッチや巿販の点义用ラ 

イ々一で占乂ずる 

•ガードを開けて、燃焼筒つまみ 
をちかをに動かしてか6、持ち 
上げ、マッチや市販の点火用ラ 
イターなどを使ってしんに义を 
着けて < ださし、。 

• たばこ用のライターで点乂しな 
いで < ださい。 

•マッチで点义した場合は、マッ 
チの燃えかすをしん付近や器島 
内に落としたり、畳台の上に置 
かないでください。 

事故や乂災の原因になりまず。 

燃焼筒のセットを確認する。 

•火び着いたことを確認したら、 
燃焼筒つまみを在ちに2〜3回 
動かし、燃焼筒が正しくしん調 
節器にセットされているか、し 
んの上に のっ ていないかを必ず 
確かめて扉を閉めて < ださい。 
ガードを閉じて < ださい。 
•マッチや点火用ライターで点火 
したときは、火び着いたことを 
確認したら、しん調節つまみを 
かしだけ（点乂した火び消えな 
し、程度に）消火の方向に戻して 
みて、 引っ かかりがな< スムー 
スにしんび下げられることを確 
認してから、をラー度しんを上 
げて使用してください。 

しん調節つまみがスムースに戻 
らないとさは、燃焼筒を持ち上 
げて、しんを完全に下げてから、 
点火操作を始めか6やり直して 
<ださい。 


点乂つまみ 


I ろの。一 

'むミ 


/しん調 j 



一…■心が 

-— 严 kWU ろドド 
-- 、 ■ リド wrilir'r 



I が 


点火つまみ (上側のつまみ）としん調節つ 
まみ（下側のつまみ）を、同時にゆっくり押 
し下ばる。 

•扉を開け、点火つまみとしん調 广 - r -た 

節つまみを同時に、 r 点乂 J のち ミ义っ b み 

向 （♦) にゆっくり完全に止まる c ^；： 

まで、押し下げてください。 I 

(しんび上びり点乂します。） I JL 4_. 

•点火操作の途中で r ピィー」と、 m . 
スパーク音(メ □ディー音)びし 
ますび、点义つまみはそのまま^ 
止まるまで巧し切って < ださし、。 

火げ着いたことを確認ずる。 

•义び着いたことを確認したら、手を点义つまみからゆ 
っくりはなしてください。(点乂つまみだけび上方に戻 
0ます。） 

•乂び着いた後を点火つまみを巧し下げたままですと、 
乾霉池の消耗び早くなります。またカーボンび付着し 
て、点乂しにくくなる原因になります。 

点义しにくい場含は 点义っまみ‘ 

• 点、 乂 ブラ グ付近か5白煙び出て f — rciznr ^ 
点乂しにくい場合は、点乂っま ミ.^ 

みを静かにかしだけ戻して（手 源ド I ^ 

の力を抜く）ください。それで [' I I r 

も点义しにくいときは、しん調 む 

節つまみを一旦少し上げてか6、 ' 一一 W 

ちラー•度点火つまみとしん調節しぅム^^ 

つまみを同時に、ゆっくりと巧 /しん調節つまみ 

し下げると点火しやすくな0ます。 

•13 ページの「しんの修正」の項ち参照して < ださい。（ゆ 
っくりと操作することびコツです。） 

• しんにタールやカーボンが巧着したり、点乂プラグが 
巧れてくると、点义しにくくなります。 

一しんの手入れ、点义プラグの掃除をおこなってくだ 
さい。 （13 .16 ぺージ参照） 

• 乾電池の電圧び不充分で点义しにくい場合は、新しい 
乾電池〔単二形乾電池4個〕をご購入のラえ交換してご 
使用ください。 —— i I 


しん調節つまみ 


— — * »11 , I 


燃焼筒のセットを確認ずる。 

点火操作後、燃焼筒つまみををち 

に2〜3回動かし、燃腦び正し 

くしん調節器にセットされている 

か、しんの上にのっていないかを * ノ, 

必ず確かめて扉を閉めて < ださい。 ノ 


•ストープの上ちや周囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、巧燃物びないことを確認してください。巧隙物びある f 
おそれびお0ます。 

•ストーブび水平でま定した場所に設置してあることを確認して<ださい。 


点火操作をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節器にセ 
ットされているかどラか、燃焼筒つまみを左右に2〜3回動 
かして、スムースに動くことを確認して<ださい。 


点乂のしかた 


•点义つまみ(上側のつまみ)としん調節つまみ（下イ 
み）を r 点乂 J のち向 （♦) にゆつく0止まるまで押 I 
と、巧震自動消火装置は白動的にセットされます< 
•この操作をおこないますと、点义することびあ D ミ 


•初めてお使いになるときは、点火後、器具に付着しているほこりや油び 
焼けるにおいびしますび、しばらくお使いいただければにおいはなくな 
0ます。 

•点火後しばらくの間は、炎び安定せず、「ボッ、ボッ、ボッ」と燃焼音び 
しますび、異常ではあ0ません。しば6<すると炎びち定し、音びしな 
<な0ます。 


-お願い- 

使い始めや、しんの交換後、しんの手ス 
5焼きクリーニング）をしたときは 、 ii 
約巧分上待って、しんに充分なな油; 
上げ百れてから点义してください。巧: 
い上げられていない状態で点义しまず, 
んを傷めまず。 









巨し、びた 


炎の調節のしかた 


拒目お A •炎の調節は、自動でおこなラ爸エネセンサー装置(自動しん降下装置)と、しん調節つまみを上下しておこな 
肥 • う調節の2通りの方法でおこなうことびできます。 

•省エネセンサー装置(自動しん降下装置)で、炎を調節するとさは、省エネセンサー装置の使いかた（9、10 
ぺージ）および、省エネセンヴー装置の取扱い上の注意 (10 ベージ)を参照して<ださい。 

•しん調節つまみを上下して炎を調節するとさは、 ぶ油 をよく見て、おず正常燃焼の範囲で使用して 
くだごい。（炎を謂節すると、燃焼確認窓の r カラーサイン J ち連動して動さます。） 


胤看 最大正常燃焼のときの獅長さは、 F *9 が板か 51 〜 2 cm でず 



义力を弱 < する場合の注意 


•火力を弱くした場合でを、燃焼筒の下部の赤熱部び、充分に赤熱している状態で使用してください。 
•あまり火力を弱<すると、においや一酸化炭素びを<発ちし、しんにタールび付着します。 


しんの高さ調節（でるでるお）について 


炎の大ささは、使用時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの劣化によってかさくなってくることがあります。 

しん調節つまみを押し下げ(省エネセンサー装置のカラーサインはグレー)、しんを最大に上げた状態にしても、がび大きくなら 
ないとを、または、省エネセンサー装置び作動したとき(カラーサインは緑色)に、燃焼筒の下部の赤熱部び充分にホ熱しない場 
合は、11、にべージの I でるでる忘の便いかた] の頃を参照して、しんの高さの調節をしてください。 

•変質'灯油や不純灯油を使用してしまい、しんにタールび付着したり、水を含んでしまったときは、がび大をくならないととを 
に、しんの上下操作び重くなります。このようなときは、16ページ 「 C /ん受幸入れをずる. I の頃を参照してしんの手入れをし 
て < ださい。 


省エネセンサー装置（自動しん降下装置）の使いかた 


•省エネセンサー装置は、ストーブ本体巧に装備した溫度検巧索子(ヴーミスタ）によって、ストーブ付近の温度を横出する 
ととちに、[室温設定つまみ」の示す目盛の温度以上になると、自動的にしんび下がって弱燃焼（最大正常燃焼状態から約 
25〜孤％低下した燃焼状態）に切り替わる装置です。切 D 替わる時に、しんを下げるため r ガチャン」と作動音びしますび 
正常です。まむしてお使いください。 

. ♦乾電池を取り付けていないと省エネセンヴー装置は使えません。 

心 —……- - 



室をおま 


■作動すると、解除されて r 緑色 J にな0 
ます。 


省エネセンサー装置をセットする。 

省エネセンサー装置は、しん調節つまみを下へ止まるまで押し下げるとセットされます。 
(点火操作をすると、省エネセンサー装置びセットされます。） 

•このとを、省エネセンサー装置の r カラーサイン」は、「グレーいになります。 


室溫設定つまみを回して、温度を設定ずる。 

省エネセンサー装置の「室温設定つまみ J を回して、「適 J 表示の範囲巧に温度を設定してくださし、。 


点火つまみ 


/しん飼節つまみ 
室湿設定つまみ 


湿度目盛 
適 
高 
1氏 


スト-ブ付近の温度 
約20〜24でお囲 
約30で 
約15で 


•ストープ付近の温度と室温とは異なりますので、目安としてお使いください。 

ストーブ付近の温度び室温設定の温度より高くなると、省エネセンサー装置が作動して、自動的に弱 
燃焼に切0替わります。この時に、しんを下げるため r ガチャン」と作動音びします。そして省エネセ 
ンヴー装置のセットは解除されます。 

•このとを、省エネセンヴー装置の r カラーヴイン J は、 r 緑色 J にな0ます。 


固 


ストーブを、蛮気力一ぺットや巧暖房の上では使用しないでください。 

省エネセンサー装置の温度お知素子(ヴ ー s スタ)び、亀気力ーペットや床暖房の熱を感知して、省ェ 
ネセンサー装置び誤作動することびあります。 


省エネセンサー装茵び、室混設定の通度で作動(カラーサインは r 緑を」）した① 
後は、しん調節つまみでがを大をく調節しても、自動的にしんび下びって弱 
燃焼になってしまいます。 

•炎を大きくしたい場合は、 

①憧温設定つまみ J を情 J 方向へ少し回して、室温設定の湿度を高くして 一 
<ださい。 

③しん調節つまみをま甲し下げて、省エネセンサー装置を再セットしてくだ 'ん 
さぃ。 I 

③しん調節つまみを上下して、炎を調節してください。 


室湿設定つまみ③ 


♦ ■んホ 

園 


に陽 


/しん調節つまみ 


点义時、または省エネセンサー装置を再セットしたとを、炎び大をくなる前に省エネセンサー装置び 
作動して、弱燃焼になってしまラ場合は、省エネセンサー装置の室温設定の温度び低すぎるためです。 

• このような場合は、 

①「室温設定つまみ」を r 高」方向へ少し回して、室温設定の温度を高くしてくださし、。 

③しん調節つまみを押し下げて、省エネセンサー装置を再セットしてください。 

しんにを里のタールび付這したり、水を含んだりずると、省エネセンサー装置び作動してを、しんび 
下びらなくなります。（作動の「カチ、カチ、カチ」という機械音び連続し、乾電池び急激に消耗しまず。） 

• このような場合は、 

①速やかに、しん調節つまみを引さ上げて消火して<ださい。 

⑤乾電池を電池ケースか6取りはずしてから、しんの手入れ06ぺージ L しんの手入れをずる」参照） 

をおこなって < ださい。 

乾電池げ消耗して電圧が低下ずると、省エネセンサー装置び作動してち、しんび下びらなくなります。 ( 一一 

(作動の「カチ、カチ、カチ J という機械音び連続しまず。） 

•このよラな場合は、 ぷぉ 

① しん調節つまみを引き上げて消火してください。 ^ 

② 単二形乾電池 （4 個)を、新しい乾電池に交換してくだごい。 


しん謁節つまみ 


つまみを回して、温度を設定します。 


セツトすると r グレー」にな0ます。 


室温設定つまみ 


エネセンサー装置のカラーサイン 


使いかた 







更いかた 


消乂のしかた 


A 雜化 寝るとをやが出ずるときは、必ず义がミ肖えていることを確認してください。 

ム lA 胃1=1 予巧しない事故び発生するおそれびありまず。 


〇 


通常の消义の場合 


消火レバーを、ゆっくり巧し下げる。 

消火レバーを、止まるまでゆっく D 巧し下げて消火します。 
(速く下げると、においび出やすくなります。） 


消义レバー 


該、◎個 


/消义確認窓 


消乂を確認ずる。 

•においを少なくするため、3〜5分程燃焼(炎び一部巧る）して消火します。消义を確認してくだ 

さし、。 

•消火確認窓の「カラーサイン」の r 赤色」びなくなったことを確認してください。 


しん阐節つまみ 


緊急の消乂の場合 


货しん調節っまみを引き上げる。 

扉を開き、しん調節っまみを、 r 緊急消火」の位置まで止まるまで強く弓 I き上げると、消乂します。 

义び消えたことを必ず確認してください。 

(このとき急速に消火させるため、すすや臭気び発生することがあ0ます。） 

♦しん調節っまみを引を上げても、操作び重くて、 r 緊急消义 J の位垣まで引き上げ6れず、消义できない 
場合は、油タンクを取り出し、义び消えるまで燃やしきってください 

■時間にを裕びない場合は、ガードを開さ、燃焼筒の上にコッブー杯 （200 m 《程度)の水をかけて消火し 邀巧/化:占^‘,，- り 
" L 〜，し仁!.し、。 了つ二 C 三 I 

/----- 、 

水をかけると水蒸気び出たり、ガラスび割れることびあ D ます。あわててヤケドをしないように、手 1 6 

袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてか5おこなってください。また、あとで油受けざ6内の水 
の入ったな油を巧さ、しん交換び必要です。 ；• 

^- - - - ノ " -- 

•しんが下げらない原因は、しんに夕ールがたまっていたり、水を含んでいることがありまずので、しん 
の手入れ (16 ぺージ参照)をおこなラか、新しいしんに交換して<ださい。 


消火後再点乂ずるとさの注意 


消火後、約5分間は再点火しないでくだごい。燃焼简びをえないラちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気びでたり, 
点火しないことびあります 


でるでるおの使いかた 


燃焼筒やしんの劣化などで、しんをいっぱい上げても炎び大きくならないときは、でるでるつまみを操作して、 

しんの高さの調節びでさます。 

/-お願い- - 

•購入して初めてお使いになるとさや、新しいしんに交換したとさなど炎び巧分に出ているとさに、でるでるつまみを③や 
③へずらすと炎び大さ<なりすぎ、すすが発をすることびあります。 

炎び大をくならない時がかは、でるでるつまみを①で使用して<ださい。 

• 不良な油や変質巧油を使巧して、しんに水や夕ールび付着したときは効果がなし1場合びあります。その場合は16ぺージ ru 
んの手入れをずる I の項を参照してしんの手入れをしてください。それでち良くならない場合は、しんを交換してください。 




点検•手入れ 



しん調節つまみを「緊急消义 J の位置まで引き上げる。 

(しんを下げた状態にします。） 


r でるでる芯」の溝の中のでるでるつまみを、①か5霞へ、③か E 

①か5⑤へ、②から③へずらすことにより、しんの高さを各々約 2 nim 高くするこ< 
大きくなります。 

逆に、がをルさくするときは、感を劍こ、霞を①に変えます。 

でるでるつまみの化置！ CD I ③ -—1 感 — 

[ し んの离さ _ f 約8麵 ] 約10 mm f 約に mm 

-お願い- 


巧震自動消乂装置 


巧禁自動消义装垣は、ストーブ本体び地巧(巧度約 5 1 U 上)や強し觸動、衝擊を受けたとき、义災などの危険を防ぐために自動 
的に消义させる巧全装国でず。 

地霞によって作動した場ちは、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、油びこぼれていないかなど異常びな 
いことを確認した後、再点火してください。 


•通常の使用時には、消火レバーで消火してください。消火の都度に巧巧自動消义装置を作動させますと、臭気び発生します。 
•ストーブを持ち運んだり、ずらしたり、掃除するときなどは、消乂レバーで消义した後、屋台をゆすって巧展自動消火装置を 
作動させ、しんを完全に下げてからおこなってください。 

♦ストーブを長い間使用しないとさは、対漠自動消火装置を作動さだ、しんを完全に下げた状態にしておいてください。セット 
したまま放置しますと、巧度自動消火装置の寿命に悪影響をあたえます。 

• ふをこぼれやすい牛乳-鍋物の煮たさ(保湿)に、ストーブを絕巧に使用しないで<ださい。 

•しんにタールび付着して固くなっていたり、水を含んでいると、しんの上下操作び重くな0、巧巧自動消义装置び作動してち 
消火性能び著しく悪<な D 、 火災の原因にな0ます。 


点検•手入れのしかた 


か筒 • 欠けたり、割れた0していませんか。 

(ガラス） [異常燃焼の原因になります] 


♦お買い求めの販売店に相談して、新しい外筒（ガラ 
ス）に交換してください。 


油漏れ 


■油び漏れている場合は、すぐに使用をやめ、お買い 
ボめの販売店に修理巧頼をしてください。 


♦ > 由漏れはありませんか。 
[火災の原因にな0ます] 


•こぼれたり、たまったり、にじんだ \ 
油はきれいにふき取ってください。 

♦油タンクの給油□□金の、弁部など 
にはごまっているごみなどを、取り 
除いてくださし、。 


ストーブの 
周囲 

油こぼれ 
ミ由たまり 
油にじみ 


♦ストーブの周囲に可燃物や障害物びありませんか。 

[乂巧の原因にな0まず]_ 

•油タンク、油受けざ5、置台の表面に、油びこぼれた 
0、たまったり、にじんでいませんか。 

[火災の原因にな0ます] 


♦常に整理-掃除をし可燃物をストーブの周固に置か 
ないでくださレ。 


庶検箇所 


化匿方法 


点巧巧容 


»ストーブを消火し、本体の温度が巧分に下びつてからおこなつてください。 
»手をけびしないよラに、手袋をはめておこなつてください。 

■巧霖自動消义装置の取りはずし、分解はおこなわないでくだごい。 


お手入れ 


使いかた 
















点検•手入れのしかた 


1箇月に1回 ly 上 


点巧茵巧 

点検巧容 

化置方法 

ほこ 0 

燃焼巧空気 
取入れ部 
(しん案の 
筒下部） 

• 反射板や置台にほこ D びたまつていませんか。 

前板の下の隙間に紙、ビニールなどび入りこんでいま 
せんか。 

[異常燃焼や火災の原因にな 0 ます] 

*16 ページの 1 本化の取りはず .. .. 

しかた 1 の 1 〜 5 頂を参照し ， /V-prip 

て本体を取りはずし、置台と 夕 
油受けざらの隙間（特にしん ] 
案巧筒の下部）のほこり、ご 欠 
みなどを取りのぞいてくださな耳 
し、。電気掃除機で吸い取るのしん 安 巧 窗の下 \ 

ち効果のです。 

巧惡自動 
消义装置 

•しん調節つまみを巧し下げてしんを上げてから、置台 
をゆすると、巧霞自動消火装置び作動し、そのとをし 
んび下びり、しん調節つまみび「緊急消火」の位置に戻 
0 ますか。 

[確実に消乂することを確認] 

•しん調節つまみび r 緊急消火」の位置に戻らない場含 
は、しん、感楚部の項の点検をしてください。 
•販売店に修理依頼をして<ださい。 


2箇月に1回 ULh 


扁獅斤 

点検内容 

処 a 方法 

乾里地 

•点火プラグのスバーク音(メ□ディー音)は、「ピィー」 
と鳴りますか。 

[乾黑池の麗圧(消耗)点検] 

• 音がかすれる場合は里圧び下がっています。 

新しい乾電池に交換してください。 

燃焼筒 

•燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび付雇していま 
はんか。 

[異常燃焼の原因にな 0 まず] 

•ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取り隙を、 
きれいに掃除してください。 

しん 

•しんの先端に夕ールび付着して、固くなっていません 
か。 

•夕ールが付着している場含は、 1 日ぺージ 1 しんの手 
入れをずる 1 にがって、しんの手入れをお广なって 
くだごぃ。 干、师 

★しんにタールげ付盾していると、次のよラな不具合’ 
が発生しまず。 

ム願し1 

• しんの手入れは、風のあたる場巧ではおこなわな 
いで < ださし、。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換 
気をしてください。 

• しんの手入れをおこなってち効果のない場合は、 

1新しいしんにを換してください。 

•消火操作をしてち、しんび下びらず、消火しない。 
♦しん上下の操作び重く、スムースにできない。 

•点火操作をしてち、点火しない。 

,•燃焼筒びホ熱しなかった0、燃焼中ににおいがする。. 

感顆部 

•感發部 1し ごみの付着や請はあ0 
[対裝自動消义装置び正しく作動^■■■一" 

し到 M 

/風® S 6 

• ごみやほこ0は、やわらかい巧できれいにふき取っ 
てくだごい。 

•鐘びを量に発生している場合は、お買い求めの販売 
店に修理を依頼してください。 

点义プラグ 

■ 点义プラグび、力ーボンやタールで巧れていまはんか。 
• 点乂プラグびしんにくい込んでいませんか。 

[点乂不良の原因にな 0 まず] 

•点火プラグが巧れているとをは、下記に従って点火 
フラグの掃除をしてください。 

•点火プラグびしんにくい込んでいるとさは、 ruA ； 
の修正 1 をしてください。 


ガードを取りはずし、燃焼筒を取り出してか5、マイナスドライバーなどで、 

点火フラグの電極や碍モ部分に付着した巧れを取0除いて<ださい。 

掃除び終りましたら、元どおりにしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードを取り 
付け、乾電池を取り付けて正常に点义するかどうか確認してください。 

点火しに<かつたり、点火しない場合は、 [しんの修正 1をするか、わラー 
度をれいに掃除し直して < ださい。 

又、しんの手入れ(か5焼きクリーニング)をおこなラと、点火フラグに付着 
した巧れが取れやすくなります。 (16 ぺージ ’しんの手入れをす玄1 参照) 

-しんの修正 

•燃焼筒をおり出し、しんを上げて点义ブラグ近くのしんの側面を内側に、割り善などで 
軽く巧ごえるよラに撫でて、しんを整える。 

• ~ m しんを下げてから燃焼筒をのせ、点火してください。 



IlK 

しんと点义プラグの間をかし離す 

























の■皿■■日 ■■ 

BBIIIIBBBII 

■■■ 

■■HIHBHHIIH 

■■■■■■ 

■■□■因 □■■■■■ 

HHIBHIHHHII 

HHllMlim 



11111111 

■ 


町 



燃 

焼 



♦この表]; m の不具合びあるときは、お買上げの販売店にご相談ください。 


製品内部を掃除する。 
(13 ベージ参照） 


製品内部に、ほこり、ごみびたまって 
し、る。 


コードの端子部と差し込み部の色を合 
わせて差し&む。 

その他は販売店に連絡する。 


〇 


省エネセンサーのコードかはずれて 
し、る。 


しんの修正をする。 
点火プラグを掃除する。 
(13 ベージ参照） 


点火フラクびしんに < い込んでいる。 
点义プラグび巧れている。 


献プラク嫌損していないり個かめる。 
(破損している場合は販売店に連絡する) 


点火プラグの電極び正常でなレ。 


ショートしないよつになおす。 
不明の時は販売店に連絡する。 


コードびはずれているとさは正しく差し 
这む。 

その他は販売店に連絡ずる。 


〇 


点火装置のコードがはずれている。 
点火装置びシヨート（短絡）している。 


正し<乂れ直す。 


正しく入れていない。 


新しい乾電池に交換する。 


乾電池び消耗している。 


給油□□金を正ししあのに取り換える。 
(7 ぺージ参照） 


給油□□金び間違っている。 


正常な口油に交換する。 


灯油び水やごみを含んでいる。 


しんにタールびつく原因となるので正 
常な灯油に交換する。 


巧油び変質している。（巧れた油や 
ポ I 」容器で1年間持ち越したミをなど） 


が筒(ガラスを交換する。 


が簡ガラスにひびや割れびある。 


しん調節器の上面にタールびついてい 
ないか。又は燃焼筒下部に不揃いびな 
し、かを調べる。 


しん調節器と燃焼筒との間にすを間 
び友る。 


点义してから必ず燃焼筒つまみを持つ 
て左ちに2〜3回動かす。 


燃焼筒がしんの上にのっている。 


しんの手入 n (から焼をクリー ニン グ) 
をする。または、新しいしんと交換する。 

ミ由受けざら、油タンク内の巧油を正常 
な灯油に交換する。 


しんにタールびつレている。 


しん調節器か5しんをはずしてよく乾 
燥してからしん調節器に取り付ける。油 
受けざら内のかを巧く。 


しんにかを含んでいる。又は油受け 
ざら内にかび入っている。 


しんの高さを調節する。 
新しいしんと交換する。 


しんの出びかなし、。 


しんを下げて、がを調節する。 


しんの出過ぎ。 


獅單•異常の見分け方と処置方法""修理を依頼される前に- 


_ 定期点検のおずすめ （2 シーズンに1回） _ 

•長期間ご使用になりますと、機器の点横び必要です。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買上げ店、または、修理資格者 
[(財）曰本石油燃焼機器保守協会 ( TEL .03-3499-2928) でおこなラ技術管巧講習会修了ち（石油機器技術管理±)など] 
のいる店などに点検依頼されることをおすすめします 


羣奪- 


乾黑池 


省エネセンサ—装西び作動しない I 


を輩池の消耗び激し： 


火の回〇び遅い 


しん上下の操作び重い 


しんび下びらな S 


ホ火や、ずすび出て燃える 


《び大を< ならない病えてし奉つ 


点火しない. 


お手入れ•保管 























































部品交換のしかた 



•替えしん、が筒(ガラス）、燃焼茵などの巧換部品び必要な場合は、お買上げの販売店にご相談ください。 

•部品び販売店にない場合は、別紙の I お客様 相 談窓 までお問い含わせください 


へ、么^ しんなどので換部品は、おずトヨスト-ブ純正部品(指定部品)を使巧してくだをい。 

^\/T W . 純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予巧しない事故び発 
生するおそれびあります。 


部品交換のとをのま意 


•ご自巧で部品交操される場合は、下記の項目を守り、やけどや感電、けびなどしないようま意しておこなってください。 

① 手をやけどしないよラに、ストーブは消火し、温度び充分下びるまで待ってくだごい。 

② 感電しないよラに、乾電池は必ず電池ケースからはずしてください。 

③ 手をけびしないように、手袋をはめてください。 

•不完全な修理はを険でず。お買上げの販売店か、(財)曰本石油燃焼機器保守協をでおこなう技術管理講習会修了者(石油機器技 
術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおずずめしまず 


しんの交換のしかた 


トヨストーブ純正適合しん _しんの交換方法.注意內容は、耐熱し 

但1 熱しん誦 I 卽- 画 雨]於譜しでている賴圓獅 読 


J に適合検査合格品はこの 
マークび貼ってあります。 
マークの 色彩は、白地にホ 
インクで表示されています。 


外筒（大）の交換のしかた 


が筒(大)が割れたり、 a りや巧れびふき取れない場合は、交換してください。 

が筒(大)はガラス製ですから、けびをしないよラに、取り扱いにを意してくだごい。 

I ガードを開いて、燃焼筒をおり出します。 

) 外筒キャップの内側のつゆを、マイナスドライバーなどでおこし、が筒キャップをお0は 
• ずしてから、ちし W 筒(ガを取りはずします。 

^新しいが簡(大)を、ゆつ<りとはめ込みます。 

I 2頃ではずした外筒キャップを燃焼筒ガードにかぶは、が筒キャップのつめを3圏所づつ 
t 押さえ固定します。 


燃焼筒の交換のしかた 


燃焼筒 [ 商品コード:11122206 I ♦燃焼筒の内炎筒•が炎筒などび変形した場合や、が筒(ガラス)び割れたりした場合は、お 
-- ' 買上げの贩売店、または、別紙の1お客 揉す目談窓 □ 一お I までお問い合わはください。 


点乂プラグの交換のしかた 


•点义プラグを交換するときは、お買上げの販売店または、別紙の 様相談窓ロー前 までお問いちわせください。 


乾電池の交換のしかた 


• 6ぺージ I 乾里逊~を取り巧巧る 1 を参照して、必ず4個とも市版の新しし、乾留池!:単二お乾歯池〕に交換してください。 
•取りはずした古い乾電池は、表示してある使用推奨期限のは、電池能力び残っていれば他の製品に使用でさますので、再利巧 
されることをおすすめします。 





保管（長期間便用しない場 a ) 


油タンク內の I 灯ミ由を巧き 
取る。 

ストーブから油タンクを取り出し、 
市販の給油ポンプ(手動式)で、油 
タンク内の灯油を抜を敢って < だ 
さい。 

•わずかに残った口油は、油タン 
クに給油□□金を取り付け、油 
受けを本体の中から取り出して 
給油□□金に押し当て、油タン 
クを上下にゆすって巧いてくだ 
さい。 

聖池ケースか5乾輩池を、取り出 
してくださし、 


扉を開け、しん調節つまみを r 緊 
急消乂」の位置まで引さ上げてく 
ださい。 





ミ宙受け 



ガードを開いて、燃焼筒を取り出 
して < ださい。 



5 


本体の両側面と背面にある止めねじ3本を、巧りはずし 
てください。本体を、ゆっくりと上ちに持ち上げて取り 
はずしてください。 






油受けざ5巧の I 灯油を巧 
き取る。 

油受けをお口出してから、油受け 
ざ6内の巧油を市販の給油ボンフ 
(手動式)で抜きおってくださし、。 

•油タンク、油受けざらに水やご 
みび残ったままな管すると、謂 
や巧あさの原因になります。さ 
れレな灯油ですずざ洗いをして 
くだごい。残った好油は、巧切 
れなどで吸い取って<ださい。 

r 感悪部 J を巧して消火装置を作動させて、「混調作動板 J 
びセツトされていることを確認してください。 



■温調作動おのセツト状態 


感震部 



お願い 


r 温調作動板」びセットされていないと、省エネセンサー 
装置のカラーサインが正しく動をませんので、必ずセッ 
卜してから、本体をかぶせて<ださい。 


8 


本体をかぶせてください。本体両側面と背面を、止めね 
じ3本で固定してください。 




燃焼筒を正しくセットし、ガードを閉じてから、油タン 
クを入れて < ださい。 




1日しんの手入れをずる。 

(か5焼きクリーニング） 
お願い 


しんの手入れは、風びあたる場所ではおこなわないで 
<ださい。 

しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋の換気を 
おこなつてください。 


• しんの先端び固くなっている時 
は、ラジオペンチなどで固い部 
分を軽<つぶしてからおこなっ 
てください。 

① 通常の点火操作をして、正し< 
燃焼させてくださし、。 

② 火力びルごくなつた5、しんを 
—杯に上げて自然に消火するま 
で燃やしきってください。 



11 電池ケースか5乾電池を取りはずず。 

お願い 


乾醒地を取りつけたまま保管ずると、液漏れしてスト 
—ブを腐食させることがありまず。 


12巧震自動消乂装置を作動させる。 

I 巧霖自動消火装置を作動させ、しんを下げた状態にして 
<ださい。 

13点検、掃除をずる。 

I W ベ、1〇 一 > 「ぶ W 


① 12、13ぺ~ジの 1点巧，手入れのしかた I の頂目にし 
たびって、点検、手入れ、掃除をしてください。 

② ス I -ーブの各き R 品は、よく掃除して、いたんでいるち 
のは新しいをのに交換してくだごい。 

③ ストーブの巧れは、めれたなでふいて落とし、乾いた 
布で水気を取り除いてください。 


お手入れ•保管 


近 




















呆营(長期間便巧しない場合）-廃棄ずるとを-仕様 


14収納ずる。 

① 口金開閉具は紛失しないように、本体背面の油タンク側上部にある 「 TJ 形穴に引っ谢けて保管し 
て < ださい。 

□金開閉具についた丹油は、よ <ふさ取って< ださい。 

② 包装箱に入れて、湿気の少ない場所に保管してください。 

「巧扱説明劃 や r 保証書 J も忘れずに大切に保管して くださし、。 

f -お願い- -N 

•高温を湿、直射日光の当たる場所には、保管しないでください。 

鏡び出たり、樹脂部品び変形ずる原因になりまず。 

•油タンクはな油を巧を、本体にセツトして保管してください。 


•巧油はを質を巧ぐため、型シーズンに持ち越さない(使いきる）ようにしてください。 

•取りはずした乾電池は表示してある使用推奨期限内は電池能力がのこっていれば他の製品に使用できますので、再利用される 
ことをおすすめします。 


廃棄ずるとを 


T 形巧 



16ページ m (長期間使用しない場音71 の1〜日 I 頁を参照して、油タンク、油受けざら巧の巧油を巧きおり、電池ケースか5乾電 
池を取りはずして廃棄してください。 


































アフターサービス 


保証について 


•添付しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、お受け取りください。記載巧容をご確認のラえ大 
切に保管して < ださい。 

★保証期間は、お胃上げの日より1年間でず。 

/-お願い- N 

つぎのような原因による故障および事故につをましては、巧詔の対象となりませんのでごを意ください。 

(1) 変質の油や不純打油など、また巧油 iU がの燃料を使用したための故障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆをとどかないためにおこった故障や事巧。 

(3) 純正部品し:!がのをのを使用したり、しんにタールび付着したり、水を吸ったり、乾電池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗品(乾輩池、しん)のな障。 

(巳）この取扱説明書や、ま意書、ラベル類による指示、危険•酱き•を意•お願い事項び守られず、誤った使い方をされた 
場合のお障や事な。 

• その他詳細の保認内容については、な証書の記載內容をご覧ください。 


修理を依頼するとを 


•「お障-異常の見分け方と処置ち法」 （14 ページ)に従って、お調べくださし、。 

直らないとをは、ご使用を中止し、必ずお買上げの販売店にご連絡ください。 
• ご連絡いただをたい内容は次の通りです。 

① 品名…石油ストーブ(自然通気お開放式石油ストーブ） 

② 型式の呼び… RC -325 SE 

③ お買上げ年月日 

④ 故障のげ況(でさるだけ具体的に） 

⑤ おなまえ，おところ’.電話番号 


•修理に際しましては、保班書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理ごせていただきます。 
•イ呆証期間び過ぎていてを、修理すれば使用でをる場合には、ご帯望により有料で修理させていただきます。 
•修理料金は、巧術料，部品代.出ミ長料などで構成されています。 


f -1 

條理•引越しなどで、ストーブを運搬をれる場合は、電池ケースか 6 乾酉池を取りはずして、 

A 

A 注意 

油タンクを巧を、油受けざ 6 の 1 打ミ巧を必ず巧いてください。 

運搬の途中に: 0 油げこぼれ、周囲を巧ずおそれがありまず。 

指示 




補修用性能部品について 


• 石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後6年です。 
• 補修巧性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


故障•修理の際の連絡先 


アフターサービスについてわからない場合は、お買上げの販売店、または、もよりの1お客~様巧談窓ロー巧」（別紙参照)までお 
問い合わせくださし、。 


お手入れ•保管 


ぶ 





RC -325 SE 取扱説明書 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


型 式 

RC -32 已 SE 

お買上げ年月日 

'N 

年月 曰 

お買上げ店名 

V 

(電話番号 ）（ ) - 

_ _ J 


株式会社 1-31- ミ 

本 社 名古屋市瑞穂区桃園町5番17号 
干4日 7-08 己己 TEL 〈〇已2>822-1144 
FAX <052)822-2742 


反 




巧な;をな卜3卜5は议遇巧巧の一巧としてこの巧没説明書は再生巧巧巧巧しています。 


るかリレブだを«:かお gs お sa 。 





